
書式第 12号(法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和 4年度 事業報告書
特定非営利活動法人 日韓 トンネル研究会

1.事業の成果

社会教育事業では、日韓 トンネル通信などの出版物を使用し、日韓 トンネルの意義を広めた。また日

韓 トンネルに関する各種報道機関の取材に対し回答した。

調査研究事業では、対馬海峡西水道の未固結堆積層内の トンネル設計・施工上の課題、トンネルの浮

上り、断面形状、などについて検討 し、この海域に対する日韓共同調査の実施が必須だということを確

認した。

国際協力事業では、釜山やソウルにある韓国側団体へ関係者派遣し、日韓 トンネルを進める環境づく

りをした。

情報収集提供事業では、当会のホームページの年間 59回更新し新しい情報を公開した。

刊行物の発行事業では「日韓 トンネル通信」を 2回発行した。

2022年度は以下のことを研究した。

1.社会教育事業
・出版物を活用した渉外活動

・報道機関への日韓 トンネルおよび当研究会に関する情報提供

2.調査研究事業
・高水圧で未固結地盤下での トンネル設計・施工研究

。日韓共同調査の必要性検討

3.国際協力事業
・釜山の社団法人韓日トンネル研究会へ関係者を派遣

4.情報収集提供事業
・インターネットによる情報収集

。ホームページの更新

5.干」行誌の発行事業
。日韓 トンネル通信の発行

・パンフレット等の増刷

(研究成果の概要は当会の刊行物 「日韓 トンネル通信」に公表し、関係

する政府ならびに地方公共団体に発送した。)



2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 事業費の総費用 4,965千 円
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